【講義９】近代文献について―奥付の読み方 by 谷川 恵一
























































































































































































編輯者 東京府平民 岡本勘造 
出版者 東京府平民 辻岡文助 日本橋区横山町三丁目二番地 


















何年何月何日版権免許      定価金何円何銭 
何年 何月／何月何日 刻成 
                  何府県族籍 
著訳者、編輯、註釈、又ハ兼出版人    何 誰 
                     住所 
                  同上 
出版人                 何 誰 
                     住所 
○無版権ノ例 
何年何月何日（出版御届）又ハ（飜刻御届）  定価金何円何銭 
何年 何月／何月何日 刻成 
  著訳者、出版人等記入方総テ前ニ同シ 
                  何府県族籍 
原何官庁御蔵版又ハ原版人    何 誰 
                     住所 
                  同上 
         飜刻人    何 誰 




何年何月何日（版権免許）又ハ（出版御届）  定価金何円何銭 
何年何月何日刻  成 
何年何月何日再版御届 
何年何月何日刻  成 
  著訳者、出版人等記入方総テ前ニ同シ 
 
































































































『彼岸過迄』（大正 6.11二版、初版は 6.10）……夏目漱石（背・扉）、夏目金之助（奥付） 








































明治十八年七月二日出版御届   （禁売買） 
著者実父 富山県平民 笠原恵壽 
   越中国砺波郡城端町恵林寺住職 
出版人 福井県平民 南條文雄 

























明治八年十一月十三日 版権免許     定価金一円五十銭 
翻訳兼出版人 東京府士族 渡部温 東京牛込区牛込白銀町二十九番地 











明治十年二月二十日出版      定価金六十五銭 
著者兼出版人 東京府平民 橋本寧 東京第三大区五小区牛込中町二十六番地 





















巻：明治 17.1刊、発兌書肆 稲田佐兵衛）においては、扉の「薔薇楼梓」が奥付で「出版人 山東
直砥」と明記されており、『造化機論』の場合も千葉ではなく山東の名が出版人として記載され
























編輯兼出板人 東京府平民 沼尻絓一郎 
              第五大区一小区浅草茅町一丁目一番地 

























































































































著者 米国人 ゼー、シー、ヘボン 神奈川県横浜二百四十五番 
出版人 大阪府士族 小柳津要人 東京日本橋区通三丁目十四番地寄留 


























同年第四月刻成  （定価三十銭） 
編輯人 高知県士族 植木枝盛 福岡県那珂郡西職人町五十二番地寄留 












編輯人 高知県士族 植木枝盛 福岡県那珂郡西職人町五十二番地寄留 
原版人 福岡県平民 船木彌助 福岡県福岡区博多中島町四十番地 
翻刻人 愛媛県平民 小池仙次 大阪府東区南久太郎町四丁目十七番地寄留 
発売人 大阪府平民 山口恒七 東区北久太郎町四丁目五十一番地 
明治十二年三月十九日御届 
同年第四月刻成 
編輯人 高知県士族 植木枝盛 福岡県那珂郡西職人町五十二番地寄留 
出板人 福岡県平民 船木彌助 福岡県福岡区博多中島町四十番地居住 
飜刻人 大阪府士族 高井光太郎 大阪府下難波新地六番町六番地居住 
明治十二年六月十六日飜刻御届 
四銭 
売捌所 前田喜兵衛 大阪心斎橋筋塩丁角 









































同年十一月出版   定価金六十五銭 
著者 大分県士族 佐藤蔵太郎 東京日本橋区若松町二十二番地 
飜刻人 神奈川県平民 市川路周 東京日本橋区横山町二丁目四番地 







同年十月出板  定価三円 
作者 為永春水 
原版人 武田伝右衛門 
出版人 福田栄造 日本橋区上槇町九番地 
発兌元 同盟分社 日本橋区上槇町 













刻発行者 岡本仙助」（『西国立志編』奥付、明治 22.6 再版、偉業館）、「翻刻発行者 東京書籍株式


























































  出版願書雛形今一例ヲ挙ク 
 二通差出シ一通ハ検印ヲ押シテ願人ニ与フ 
  覚 
一表題 冊数及ヒ製本ノ大小 






 月 日 
著述者或ハ翻訳者 身分 姓名 印／住居 






  附録 （…） 
 









































   覚 
美濃紙竪折 
一表題   冊数及ヒ製本ノ大小 





  干支 
   月日 
著述者或翻訳者 身分 氏名 印 住所 





































































































































 書名 何 誰 〈訳／著〉 全部何冊〔全何冊
ノ内何冊〕 








          何〈府／県〉 
             何族籍 
 年 月 日        何 誰 印 
               住所 
    内務卿某殿 
原書冊別ニ送付ノ向ハ 
  追而原書冊ハ通運会社〔郵便〕ニ差出候也 
 
■出版届版権願書式及ヒ版権免許ノ証 郵便報知新










一書名   何冊 大／小〔絵図ナレハ大小寸法〕 
  何年何月出版〔或ハ何年何月ヨリ漸次出版〕 
右ハ 私／何誰／先人誰 著何々ノ事ヲ 記載／
記述〔翻訳ナレハ私以下ニ代ルニ下文ヲ用フ 何年何






 何年何月  何 府／県 
         何族籍 
       何 誰 印 
         住 所 
他人ノ著訳書ヲ出版スルニ於テハ 
 著／訳 者  同上 何誰印 同 
 出版人 同上 何誰印 同 
 内務卿某殿 
前書ノ通 届出／願出 候ニ付進達候也 
何年月日 何 府知事／県令 某 印 
 
○既刻図書版権願書式 用紙美濃紙 
    版権御願 
一書名   何冊 大／小〔絵図ナレハ大小寸法〕 
右ハ 私／何誰／先人誰 著何々ノ事ヲ 記載／
記述〔翻訳ナレハ私以下ニ代ルニ下文ヲ用フ 何年何




 何年何月  何 府／県 
         何族籍 
       何 誰 印 
         住 所 
他人ノ著訳書ヲ出版スルニ於テハ 
 著／訳 者  同上 何誰印 同 
 出版人 同上 何誰印 同 
 内務卿某殿 
前書ノ通 届出／願出 候ニ付進達候也 
何年月日 何 府知事／県令 某 印 
 
○版権買受譲受分版届書式 用紙美濃紙 
 版権 買受／譲受／分版 御届 







何年何月          何 府／県 
              何族籍 
売主〔或ハ譲主股ハ分版主〕   何 誰 印 
              住所 
              同上 
買主〔或ハ受主又ハ分版ヲ得タル者〕  何 誰 印 
                 同 
〔版主死去相続人受継ク者ハ独リ其者ノ名ヲ以テス〕 
                 同上 
版権相続人            何 誰 印 
                  同 
内務卿某殿 
前書ノ通届出候ニ付進達候也 
何年何月   何 府知事／県令 某 印 
 
○版権免許証書式 
  第何号 
◎図書頭ノ印      版権免許之証 
何誰 著／訳       ◎検査主任印 
書名       何冊 
 
版権免許之証 何 府／県 何族籍  何誰蔵版 
右者明治 年 月 日ヨリ向三十年ノ間版権免許
候也 







一書名   何冊 大／小（絵図ナレハ大小寸法） 











一書名   何冊 大小（絵図ナレハ大小寸法） 





何年 月 日 
何府県 何族籍  何 誰 印 住所 
 内務卿 某殿 
前書ノ通届出候ニ付進達候也 










一書名   原何冊大小（絵図ナレハ大小寸法） 








一書名   原何冊大小（絵図ナレハ大小寸法） 




















































































■版権条例 （明治２０年） 勅令第七十六号 















































■出版法 （明治２６年） 法律第十五号 朝野
































































































































































































■著作権法 明治三十二年三月 法律第三十九号 
著作権法 
第一章 著作者ノ権利 
第一条 文書演述図画彫刻模型写真其ノ他文芸学
術若ハ美術ノ範囲ニ属スル著作物ノ著作者ハ其ノ
著作物ヲ複製スルノ権利ヲ専有ス 
文芸学術ノ著作物ノ著作権ハ翻訳権ヲ包含シ各種
ノ脚本及楽譜ノ著作権ハ興行権ヲ包含ス 
第二条 著作権ハ之ヲ譲渡スルコトヲ得 
第三条 発行又ハ興行シタル著作物ノ著作権ハ著
作者ノ生存間及其ノ死後三十年間継続ス（…） 
第十一条 左ニ記載シタルモノハ著作権ノ目的物
ト為ルコトヲ得ス 
一 法律命令及官公文書 
二 新聞紙及定期刊行物ニ記載シタル雑報及政事
上ノ論説若ハ時事ノ記事 
三 公開セル裁判所、議会竝政談集会ニ於テ為シ
タル演述 
第十二条 無名又ハ変名著作物ノ発行者又ハ興行
者ハ著作権者ニ属スル権利ヲ保全スルスルコトヲ
得 
但シ著作者其ノ実名ノ登録ヲ受ケタルトキハ此ノ
限ニ在ラス 
第十四条 数多ノ著作物ヲ適法ニ編輯シタル者ハ
著作者ト看做シ其ノ編輯物全部ニ付テノミ著作権
ヲ有ス但シ各部ノ著作権ハ其ノ著作者ニ属ス 
第十五条 著作権者ハ著作権ノ登録ヲ受クルコト
ヲ得 
発行又ハ興行シタル著作物ノ著作権者ハ登録ヲ受
クルニ非サレハ偽作ニ対スル民事ノ訴訟ヲ提起ス
ルコトヲ得ス 
著作権ノ譲渡及質入ハ其ノ登録ヲ受クルニ非サレ
ハ之ヲ以テ第三者ニ対抗スルコトヲ得ス 
無名又ハ変名著作物ノ著作者ハ其ノ実名ノ登録ヲ
受クルコトヲ得 
第十六条 登録ハ行政庁之ヲ行フ 
登録ニ関スル規定ハ命令ヲ以テ之ヲ定ム 
第十九条 原著作物ニ訓点、傍訓、句読、批評、
註解、附録、図画ヲ加ヘ又ハ其ノ他ノ修正増減ヲ
為シ若ハ翻案シタルカ為新ニ著作権ヲ生スルコト
ナシ但シ新著作物ト看做サルヘキモノハ此ノ限ニ
在ラス 
第二十条 新聞紙及定期刊行物ニ掲載シタル記事
ニ関シテ小説ヲ除ク外著作権者カ特ニ転載ヲ禁ス
ル旨ヲ明記セサルトキハ其ノ出所ヲ明示シテ転載
スルコトヲ得 
第二十一条 適法ニ翻訳ヲ為シタル者ハ著作者ト
看做シ本法ノ保護ヲ享有ス（…） 
第二章 偽作 
（…） 
第三章 罰則 
（…） 
第四章 附則 
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